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  市 町 村 合 併 問 題    
県主催の合併シンポジュームが、２月 18日（日）に千葉市においてありました。 

東京大学大学院教授で県合併推進審議会会長の森田朗先生の講演や㈱ちばぎん総合

研究所社長、県合併担当課長などの話を聞いて来ました。  
県は、これから順次地域にて説明会を開催するそうですから、千葉ニュータウン

地域でやるときには皆さんも是否話を聞いてください。  
今３月議会の一般質問に対し、市長は現時点では合併のことは考えていないと答

弁していますが、県は積極的に取り組むと言っていますので、今後どういう展開に

なるか注目されるところです。  
いずれにしても、合併問題が大きな政治テーマとして再びクローズアップされて

来ました。  

基本的な考え方としては  

① 平成 16年 7月 11日の住民投票の結果どおり合併しないとする考え方  

② 今般県が発表した２市２村の組み合わせで再検討する考え方  

③ 鎌ヶ谷市と合併すべきとする考え方  

④ 船橋市や東葛政令指定都市などへの参加を検討する考え方  

⑤ 桜台は２市２村、冨士地区は鎌ヶ谷市など各々好きなところへ行こうと  

する考え方  
などなど実に様々な考え方があります。  
私は、現実性のある考え方としては、県の示している 2 市 2 村か、住民投票どお

り合併しないとするかの二つだと思いますが、来年 11月の市長選に向かって大いに
議論すればよいと思います。  
私は、合併は、大筋としては、住民にとってマイナスはないと考えています。  

我々のまちは、2010 年成田新高速鉄道の開通と 2013 年度企業庁及び都市再生機構
の千葉ニュータウン事業からの撤退など生活環境が大きく変わろうとしています。  
住民の生活圏が、北総鉄道や国道 464 号により、行政圏を越えてどんどん拡大し

ていますから、生活圏に合わせて行政圏を見直すべきだと考えます。消防やごみ処

理は一部事務組合でやるより、単独市でやった方が良いに決まっています。  
いずれにしても、今後住民投票の結果をよく検証し、孫・子のために、行財政改

革の原点に立って、もう一度合併問題を検討してみたいと考えています。  
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